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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合

・生徒一人ひとりに寄り添い、授業、学校行事及び部活動を活性
化することで「明るく楽しく元気よく」学校生活を送り、将来の
目標を明確にさせる。

・学校行事について、計画から運営まで生徒が携わり協働意識を
高めることで、学校への帰属意識を持たせる。

2 生徒の教育再生の場とし
て、学習の取り組み方や社
会性を育んでいますか。

・不登校等で学習機会が不足した生徒に対し、登校しやすい環境
を整え基礎学力を身につけさせる。他者を思いやる態度を持た
せ、良好な人間関係を構築できる社会性を身につけさせる。

・生徒の習熟度や実情に応じた指導を心がけ、基礎学力向上を基
本として学び直しや振り返りを行い、学習に取り組む姿勢を身に
つけさせる。

・教員相互の授業参観、授業研究を通して資質向上をめざすとと
もに、生徒中心の授業展開を工夫などを実践し、授業改善を行
う。

・主体的、対話的な学習活動を実践し、社会との関わりの中で生
徒が学ぶ意義を実感できる授業展開を実践する。

・3分野の基礎学力テストに対して目標を持たせ、その達成に向
けた学習意欲を喚起する。

組織的・継続的な指導を
行っていますか。

・全職員参加の生徒情報交換会で生徒情報を共有し、生徒への対
応、指導方法について全職員で共通認識を持つ。また情報交換会
以外でも日頃から情報共有をはかる。

・毎日の登校時指導などで生徒を出迎え、職員から挨拶や声かけ
を積極的に行い、話しやすい雰囲気を作る。

・下校時刻が遅いため、安全に帰宅するよう年間を通して生徒へ
注意喚起する。
・原付、自動車通学者はルールを確認した上で許可証を発行し、
法令遵守、安全運転での登下校を指導する。

・生徒全員が生徒会行事や部活動に積極的に参加できる環境を整
え、主体性の育成とともに、良好な人間関係を構築できるよう指
導する。

6 学校はいじめの防止や早期
発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

・日頃から生徒の様子を全職員で観察し、生徒情報を共有した上
で適切に対応し、いじめの防止、早期発見につとめる。また、定
期的に生徒へのアンケート調査を行い、生徒の訴えを見逃さず全
職員で協議して対応する。

・家庭との連絡を密に取り協力を求めるとともに、個に応じた教
育相談を実践し、学校中心の生活を指導していく。

・学校行事や部活動の主体的な活動の中で、生徒間の活発な交流
を図る。

計画的な指導を行っていま
すか。

・キャリア教育セミナーの充実を図るとともに、生徒の多様な進
路やニーズに対応できるよう情報の収集と提供を行う。

・『進路通信』を適宜発行する。
・担任との面談を通して、自分の将来について考える機会を増や
す。

生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

・年2回進路希望調査を実施し、担任を中心とした面談の中で自
らの職業適性を見いだす。
・オープンキャンパス等に積極的に参加させることで、希望に
合った進路選択につなげる。

・学校始業時間までの有効活用と生活習慣の確立、さらに社会経
験を積ませるという観点から就業を積極的に勧める。また、就業
先での悩みなどを気軽に教員に相談できる体制を整える。

・１１月以降、入学説明会を兼ねた「学校見学」を随時受け入れ
る。1人あたり６０分を目安に丁寧に説明する。

・学校行事等では個人情報に注意をはらいながら、写真や映像を
記録として残し、WEBページの更新や学校新聞の素材として活用
する。

　
Ⅵ 教育デジタル

化に努めてい
ますか。

1１ ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

・ICTを積極的に取り入れることで、授業への関心を高める。ま
た、教員相互でICT活用について情報交換、技術提供を促進し、
生徒の理解、意欲向上につながる教材づくりにつなげる。

1２ ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

・会議、打合せはkinakoを活用することで連絡、資料の共有を図
る。
・ペーパーレス化を推進し、紙面資料の配付は必要最小限に抑え
る。

㉒資料はデジタルデータで共有化し、職員会議や打合
せの紙面資料の配付は週1回以内にしている。

⑨悩みを相談できる先生がいると感じている生徒が７
０％以上である。

⑪「生徒会活動や部活動が充実している」と評価して
いる生徒が９０％以上である。

⑬欠席状況が２０日未満である生徒の割合が80％以上
である。

８

９

⑮進路に関する情報を自ら得ようと努めている生徒が
８０％以上である。

⑲定時制課程の教育活動を理解してもらうために「学
校見学」を随時受け付ける。

10

7 生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

⑭交友関係がうまくいっていると感じている生徒が８
０％以上である。

５

羅　　　　　針　　　　　盤

①学校生活を通じて「自分は成長できている」と感じ
ている生徒が90％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校
づくりに努め
ていますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

特色ある教育活動を行って
いますか。

②生徒会主催の学校行事に対して「主体的に参加して
いる」と感じている生徒が80％以上である。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

生徒の充実し
た学校生活に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

⑤授業中、説明する機会があると感じている生徒が８
０％以上である。

⑦学習に対する達成感や満足感を持っている生徒が９
０％以上である。

⑩他の通行者への配慮も含めて安全な登下校を心がけ
ている生徒が100％である。

⑥進路目標に応じた学力を身につけたと自己評価して
いる生徒が８０％以上である。

④生徒の実態を踏まえた学習指導に、生徒の９５％以
上が満足している。

Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

㉑ICT機器を使った授業が８０％以上である。

③不登校等から立ち直り、継続して登校できるように
なった生徒が9５％以上である。

Ⅳ

開かれた学校
づくりに努め
ていますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的
な学習活動に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

⑧全生徒に関する情報交換を月2回実施している。

⑯キャリア教育に関わる情報を学期に2回以上発信し
ている。

⑰自分の適性を理解して、進路実現に向けて取り組ん
でいる生徒が９０％以上である。

⑱アルバイトを含め就業している生徒が９０％以上で
ある。

⑳学校新聞を学期に1回以上発行し、かつWEBページ
を月に1回以上更新している。

⑫学校は、いじめの防止や早期発見に向けた取り組み
を積極的に行っていると認識している生徒が１００％
である。

生徒の主体的
な進路選択に
ついて適切な
指導をしてい
ますか。

達成状況のまとめ及び次年度の課題 学校関係者評価

1

３ 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

４

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策


